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オピニオン

　
家
族
だ
け
で
担
っ
て
い
た
介
護
を
、

社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
に
変
え

よ
う
と
し
て
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度

が
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
間
、サ
ー

ビ
ス
利
用
者
も
介
護
に
か
か
る
費
用
も

約
３
倍
に
な
り
、
国
の
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
し

ま
す
。

　

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
に
、
２
０
４
０
年
に
は
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、介
護
現
場
で
は
、

財
源
だ
け
で
は
な
く
、
老
老
介
護
や
人

手
不
足
、
８
０
５
０
問
題
や
高
齢
者
の

ペ
ッ
ト
問
題
な
ど
、課
題
は
山
積
み
で
す
。

昨
年
11
月
に
は
福
井
県
敦
賀
市
で
、
老

老
介
護
と
多
重
介
護
か
ら
、
夫
と
義
理

の
両
親
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
う
た
わ
れ

る
な
か
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
に

何
が
で
き
る
の
か
、
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

● 

家
族
形
態
や

　 

地
域
の
つ
な
が
り
の
変
容

　
か
つ
て
の
日
本
は
三
世
代
で
同
居
す

る
家
庭
が
多
く
、
高
齢
者
の
介
護
を
家

族
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
特
に
息
子
の

配
偶
者
（
嫁
）
に
負
担
が
集
中
し
て
い

ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
核
家

族
化
が
進
み
、
隣
近
所
や
家
族
と
の
関

係
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
高
齢
者
も

増
え
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
の
介
護
保

険
制
度
施
行
以
降
、
介
護
を
家
族
で
抱

え
込
ま
ず
、
社
会
全
体
で
支
え
る
と
い

う
理
念
は
社
会
に
広
が
り
、
今
で
は
欠

か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

費
用
負
担
の
限
界

　
制
度
開
始
当
初
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
の
自
己
負
担
は
原
則
１
割
で
し
た
が
、

３
年
ご
と
の
見
直
し
で
、
一
定
の
収
入

が
あ
る
人
は
２
割
、
こ
の
う
ち
現
役
並

み
に
所
得
が
高
い
人
は
３
割
へ
と
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険
料
の
負

担
も
家
計
を
圧
迫
し
て
お
り
、
年
金
生

活
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
費
用
の
負
担

は
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
介
護
の

必
要
度
合
い
が
軽
い
「
要
支
援
１
、
２
」

の
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
は
、
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
と
移

行
さ
れ
、
一
般
介
護
予
防
事
業
と
合
わ

せ
て
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
組
み
込
ま
れ
、
市
区
町
村
の
事

業
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

● 

深
刻
化
す
る

　 

介
護
現
場
の
人
手
不
足

　
給
与
水
準
の
低
さ
や
仕
事
内
容
の

ハ
ー
ド
さ
か
ら
離
職
者
も
多
く
、
募
集

し
て
も
人
が
集
ま
ら
ず
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
改

正
の
度
に
報
酬
単
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

採
算
が
取
れ
ず
、
撤
退
す
る
事
業
所
も

増
え
て
い
ま
す
。

● 

こ
の
20
年
で

 

　
見
え
て
き
た
こ
と

　
一
人
暮
ら
し
の
Ａ
さ
ん
は
80
歳
。
数

年
前
に
夫
に
先
立
た
れ
、
子
ど
も
は
県
外

で
働
い
て
い
ま
す
。
腰
や
膝
が
変
形
し
、

杖
を
つ
い
て
や
っ
と
歩
け
る
状
態
の
た
め
、

５
年
ほ
ど
前
か
ら
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
、

ヘ
ル
パ
ー
に
買
い
物
や
掃
除
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
の
自
宅
に
は
広
い
庭
が
あ
り
、

犬
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
春
先

に
な
る
と
庭
に
雑
草
が
伸
び
始
め
、
梅

雨
時
期
に
は
う
っ
そ
う
と
茂
り
ま
す
。

周
辺
に
は
空
き
家
が
多
く
、
空
き
巣
被

害
に
あ
っ
た
家
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
で

き
る
だ
け
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
と

数
万
円
か
か
り
、
年
金
か
ら
支
払
う
に
は

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

急
な
入
院
で
飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
の
世

話
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。Ａ
さ
ん
の
こ
れ
ら
の
困
り
ご
と

は
、
現
行
の
介
護
保
険
制
度
は
対
象
外

で
、
地
域
に
あ
る
社
会
資
源
を
探
し
て

対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
措
置
か
ら
契
約
へ
と
移
行
し
「
介
護

の
社
会
化
」
を
掲
げ
た
介
護
保
険
制
度

は
、
こ
の
20
年
間
で
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
多
様
化
等
で
、
大
き
く
前
進
し
ま
し

た
が
、
一
方
で
は
、Ａ
さ
ん
の
よ
う
な

制
度
の
組
み
立
て
時
に
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
生
活
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て

困
っ
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
実

態
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
解
決
を
介
護
保
険
制
度
に
求
め

る
こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
た
め
、
今

こ
そ
地
域
の
中
に
助
け
合
い
の
活
動
を

広
げ
た
り
参
加
す
る
な
ど
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
力
の
分
か
ち
合
い
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

02えがお５月号

介
護
保
険
制
度
の
今
を
考
え
る 

〜 

開
始
か
ら
20
年 

〜

介
護
保
険
制
度
の
今
を
考
え
る 

〜 

開
始
か
ら
20
年 

〜



総　　　合

03 えがお５月号

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業や失業等により生活資金にお困りの方を
対象に、緊急小口資金及び総合支援資金（生活支援費）の特例貸付に関する相談をお受
けしています。
　なお、貸付には審査があります。

お問い合わせ先：嘉麻市社会福祉協議会　☎0948-43-3511（月～金曜日８時30分～17時）

５月４日（月）～６日（水）は相談に応じています。

～新型コロナウイルス感染症の影響で休業や失業された方々へ～
生活福祉資金特例貸付のご案内

緊急小口資金
緊急かつ一時的に生計の維持が困難
となった場合に、少額の費用の貸付を
行います。

対象者
新型コロナウイルスの影響を受け、休
業などにより収入の減少があり、緊急か
つ一時的な生計維持のための貸付を
必要とする世帯。

総合支援資金（生活支援費）
日常生活の維持が困難となった場合に、
原則３月以内の生活費用の貸付を行
います。

対象者
新型コロナウイルスの影響を受け、
収入の減少や失業などにより生活に
困窮し、日常生活の維持が困難となっ
ている世帯。

子育て世代にチャイルドシートを貸出 ～アルミ缶リサイクル事業～
　本会では、限られた資源を有効に活用しようとの思
いから、市民のみなさんからアルミ缶やリングプルを
お寄せいただき、換金したお金でチャイルドシートを
購入し、子育てを支援するため貸出しています。昨年
度は、総重量９９８kgものアルミ缶やリングプルをお
寄せいただきました。
　これまでは、稲築住民センターと山田ふれあいハウ
スでの受け付けでしたが、事務所移転に伴い、山田ふ
れあいハウスのみで受け付けることとなりましたので、
よろしくお願いします。
　また、お持ちいただく際は、下記の点にご協力いた
だければ幸いです。

① 中身をよくすすいでください。
② 缶は横に倒してからつぶしてください。
③ スチール缶は受付できませんので、分別して
　 お持ちください。

みなさんのご協力をお待ちしています
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04えがお５月号

令和２年度　嘉麻市社会福祉　　　協議会事業計画と予算が成立
　本会の活動拠点を山田ふれあいハウスに移して、あらたな一歩を踏み出すことを盛り込んだ令和２年度
の事業計画と予算が、３月16日と25日に開催された理事会、評議員会において承認、議決されました。
　本年度は、組織の意志決定がボトムアップで進むための改編、誰もが困ったときには助け合える「お互
い様」の地域を目指すという組織目標の明確化などを図り、地域共生社会の実現を目指します。

１. 法人運営に関する事柄
・主たる事務所の移転報告及び移転登記
・理事会、定時評議員会及び、評議員選任・ 
　解任委員会の開催
・監査会及び税理士による外部監査の実施
・苦情解決第三者委員会の開催及び委員改選

２. その他の取り組み
・職員研修会の開催
・葬祭場指定事業 
・各種団体への助成事業
・ポストカードの販売及び販路開拓
・公用車の管理

１. 市受託事業
・配食サービス事業

２. 独自事業
・チャイルドシート貸出事業
・紙おむつ宅配事業 
・福祉機器（車いす）貸出事業
・子育て用品リユースセンターの運営
・バス待合所の管理
・アルミ缶等のリサイクル事業

総　務　係

地域生活支援係

重点項目
① 働き方改革関連法に即した就業環境の整備・改善
② 経営の安定化に向けた経常財源及び積立財源の確保
③ 中・長期的視点に立った施設維持・修繕財源の確保
④ 内部研修の実施と外部研修への積極的参加をつうじた、
　 幹部職員の育成及び職員個々のスキルアップ

重点項目
① 中学校区を担当とするCSW及び関係機関との連携・協働による事業推進
② 中学校区毎での事業啓発
③ 各事業における利用者台帳の整備

在宅介護等支援係
１. 介護保険に基づく事業の推進
・介護事業等に関する見直しの実施
・訪問介護事業（かま訪問介護事業所）
・介護予防・日常生活支援総合事業第1号訪問事業

２. 受託に基づく事業の推進
・生活管理指導員派遣事業

３. 障害者総合支援法に基づく事業の推進
・居宅介護事業（かま障がい者居宅介護支援事業所）
・相談支援事業（かま指定計画相談支援事業所）

重点項目
① 介護事業等における今後の方向性の打ち出し
② 登録訪問介護員の増員による利用ニーズへの対応
③ 損益分岐を意識した上での事業実施
④ サービス提供をつうじた利用者の地域生活課題等
　 の把握と解決に向けた連携強化
⑤ 組織内での支援方針等の共有
⑥ 関係機関との連携・協働による支援の展開
⑦ 指定計画相談支援事業所の基盤の整備

事務所移転に伴いリニューアルされた
子育て用品リユースセンター



総　　　合

05 えがお５月号

令和２年度　嘉麻市社会福祉　　　協議会事業計画と予算が成立

・総合相談の開設（法律相談、心配ごと相談） 
・会員の募集及び拡充
・生活支援体制整備事業の推進
・地域福祉推進委員会の開催
・地域福祉部の拡充・活動支援
・ふれあい・いきいきサロンの拡充・活動支援 
・地域支えあい事業の推進 
・社会福祉法人の社会貢献活動を広げるための事業推進 
　（かま福祉ネットワーク委員会、 ふくおかレスキュー事業
　嘉麻市部会の開催）
・広報活動の推進 
・おしゃべりサロンの開催 
・在宅介護者支援事業
・空き家管理住まいるサービスの推進
・共同募金運動への協力

重点項目
① 中学校区を基盤とした総合相談機能の強化及びお互い様の地域づくりの推進
② 中学校区を単位とした地域福祉事業の推進及び協議体との連携強化
③ SOSを発信できずにいる方など、あらたな出会いにつなげる積極的アウトリーチや予防的活動の実施
④ 権利擁護支援につながる事業活動の更なる推進
⑤ 今日の社会が抱える福祉課題等の学びをつうじた福祉意識の醸成と仲間づくりの推進

総合相談・地域づくり推進係

１. 生活支援・相談センター事業

・日常生活自立支援事業の推進 
・本会独自の地域福祉権利擁護事業及び権利擁護支援の実施 
・その他権利擁護支援の実施
　（権利擁護支援運営委員会の開催及び委員の改選、 遺
言書作成支援事業、諸費立替事業など） 
・法人後見等の実施及び積極受任
・成年後見制度の啓発
　（利用に関する相談及び利用支援、出前講座の開催）

２. かま権利擁護センター事業

・自立相談支援事業 
　※必須事業
・家計改善支援事業
　※任意事業
・フードバンク事業
・生活福祉資金貸付事業
・無料職業紹介事業

３. かま自立相談支援センター事業

・相談事業（ひきこもりに関する相談対応）
・本人及び家族への支援事業
　（家族の会定例会の開催 、
フリースペースの開催、個
別相談会の開催、ワンポイ
ントジョブをつうじた役割
づくり）  
・啓発事業 （勉強会の開催）

４. かまひきこもり相談支援センター事業

・ボランティア・市民活動センターの運営
・災害ボランティアセンター事業 
　（運営マニュアルの見直し、緊急時に避難誘導が必要
な高齢者や障がい者の把握及び個別の支援体制づくり）

５. かまボランティア・市民活動センター事業

フリースペースの活動拠点と
なっている寄ってこハウス

空き家管理住まいるサービス ふれあい・いきいきサロン

かま福祉ネットワーク委員会 中学校区ごとに行われている協議体

嘉穂ふるさと交流館でカレー
を提供するボランティア団体
「カレーの日」

災害ボランティア活動の様子



総　　　合

法人運営　INFOMATION

令和2年度　一般会計資金収支予算書

●事業活動による収支

●その他の活動

06えがお５月号

第69回理事会
　≪開催日≫令和２年３月16日（月）
【議案第212号】規程等の一部改正について
【議案第213号】令和元年度第二次補正予算について
【議案第214号】令和２年度事業計画及び収支予算
　　　　　　　について
【議案第215号】評議員補欠選任候補者について
【議案第216号】第46回評議員会の開催について
【議案第217号】事務局長の任命について
【報告第59号】理事補欠選任候補者について
【報告第60号】事務所移転に向けた進捗状況について
【報告第61号】令和2年度　職員体制について
【報告第62号】職員募集の結果ならびに採用について

第46回評議員会
　≪開催日≫令和２年３月25日（水）
【議案第91号】役員報酬規程の一部改正について
【議案第92号】役員等費用弁償規程の一部改正について
【議案第93号】理事の補欠選任について
【議案第94号】令和元年度　第二次補正予算について
【議案第95号】令和２年度事業計画及び収支予算について
【報告第16号】事務所移転に向けた進捗状況について
【報告第17号】令和2年度　職員体制について

第５回評議員選任・解任委員会
　≪開催日≫令和２年3月18日（水）
【内容】補欠評議員候補者についての審議及び議決

（収入）
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計
（支出）
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
事業活動支出計
事業活動資金収支差額

1,123
2,200
43,919

57
63,014
100

24,440
12,432
921
100
122

148,428

97,839
41,063
5,349
100
1,979
694

147,024
1,404

（収入）
積立資産取崩収入
拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入
その他の活動収入計
積立資産支出
拠点区分間繰入金支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計
その他の活動資金収支差額

0
18,164
33,471
51,635
300

18,164
33,471
2,782
54,717
▲ 3,082

●施設整備等による収支
（収入）
施設整備等収入計
（支出）
施設整備等支出計
施設整備等資金収支差額

0

0
0

●予備費支出
●当期資金収支差額合計
●前期末支払資金残高
●当期末支払資金残高

124
▲1,802
38,000
36,198

（単位：千円）
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Ｑ
＆
Ａ

成
年
後
見

ミシンで作るエコバックミシンで作るエコバック

Ａ

　プラスチック製買物袋の有料化が令和２年７月１日から全国の小売店を対象に義務付けられます。
　これを機に、エコバックを活用してみてはいかがでしょうか。今回は、ミシンで作るエコバックの作
り方をご紹介します。ぜひ好きな柄の生地で作ってみてください。

生地：109cm幅×50cm
裏地：40cm×45cmを２枚
厚地テープ：25mm幅  40㎝×２本

出来上がり寸法縦37cm横40cmに
１cmのぬいしろをとり裁断する。

表袋、裏袋とも中表
に合わせ、脇と底を
縫い合わせる。（裏
袋は脇に15cmの返
し口を開けておく）。

中心から６cmのところに
持ち手をかり止めする。

表袋と裏袋を中表に合わせ（裏袋
に表袋を入れる）縫い合わせる。 １周ぐるっと縫う。

裏袋の返し口からひっくり返し、返し
口を縫う。 袋口に表からミシンをかける。

1．材　料 ２．裁　断 ３．袋を縫う

４．持ち手をかり止めする

６．返し口を縫う ８．できあがり！７．ミシンをかける

５．表袋と裏袋を縫い合わせる

Ｑ 　認知症の母が有料老人ホームへ移ることになり、入居のための一時金が必
要になりました。母は自分でお金の管理ができないため、子どもである私が
母の定期預金を解約し、支払いに充てようとしたところ、後見人からの請求

でないと解約できないと言われました。母の判断能力の低下もあり、成年後見制度
の申立てを考えているのですが、選任されるまでに数カ月かかるため、入居日に間に
合わず、私にも立て替える余裕がなく困っています。何か良い方法はないでしょうか。

　このように、早急に財産の管理をしなければ、本人の利益を損なう場合、家
庭裁判所では「審判前の保全処分」の申立てをし、財産の管理者を選任するこ
とができます。これは、後見等開始の審判が開始されるまでの暫定的なもので

あるため、後見等開始審判の申立てがなされている必要があります。また、本人の理
解力の低下等、後見開始等の審判が認められる可能性が高いことや早急な対応を要す
ることを、家庭裁判所にある程度立証する必要があります。

生地生地

厚地テープ→厚地テープ→

裏地裏地

表袋

底

脇 裏袋 15cm返し口
※縫わない

底

脇

中心中心

6cm6cm 6cm6cm

返し口
↓

15cm
返し口

かわいい柄で作ると
お子さまのレッスン
バックになって◎

A４サイズの書類も
入ります。

綿の布地で作れば汚
れても洗濯機で洗え
ます。
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ボランティア・市民活動センターからのお知らせ
自分の得意な事をいかしてみませんか？

　かまボランティア・市民活動センターでは、個人
ボランティア、ボランティア団体のみなさんの登録
を募集しています。センターには、福祉施設や学
校などからボランティアの依頼があり、ご希望の活
動内容に応じてボランティアの調整を行っています。
　自分が持っている特技や資格をいかして、ボラン
ティア活動を行ってみませんか？
　また、ボランティアを行う際にはボランティア活
動保険への加入が必須となります。

ボランティア活動保険

　ボランティア活動保険は、「ボランティア
活動中にけがをした」、「活動中に誤って他
人のものを壊してしまったり、けがを負わせ
てしまった」など、万が一の事故を補償する
ものです。また、令和２年度から、加入プ
ランが基本プランと天災・地震補償プランの
２種類に変更となりました。
　活動の内容によっては、保険の対象にな
らない場合もありますので、詳しくはセンター
までお問い合わせください。
　昨年度加入いただいている方も、令和２
年3月31日で補償期間が終了していますの
で、活動を行う際は、改めてご加入をお願
いします。

お問い合わせ先
かまボランティア・市民活動センター（嘉麻市社会福祉協議会）　☎0948-43-3511

基本プラン

350円年間保険料

活動先への往復途中の事故、熱中症
による障害、食中毒、特定感染症も
補償されます。

天災・地震補償プラン

500円年間保険料

基本プランの内容に加えて、地震・噴
火・津波による死傷も補償されます。

●補償期間：加入の翌日から
　　　　　　令和３年３月31日まで
※補償は加入日の翌日からの適用となります。

●補償期間：加入の翌日から
　　　　　　令和３年３月31日まで
※補償は加入日の翌日からの適用となります。
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ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
持
た
れ
て
い

る
方
々
と
、い
ろ
ん
な
悩
み
を
話
し

た
り
、情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

○
５
月
28
日（
木
）

○
６
月
25
日（
木
）

○
７
月
30
日（
木
）

家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
自
由
に
過

ご
せ
る
居
場
所
で
す
。
特
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
５
月
７
日（
木
）、14
日（
木
）、

　
21
日（
木
）、28
日（
木
）

○
６
月
４
日（
木
）、11
日（
木
）、

　
18
日（
木
）、25
日（
木
）

○
７
月
２
日（
木
）、９
日（
木
）、

　
16
日（
木
）、30
日（
木
）

※

ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
開
催
場
所

　
寄
っ
て
こ
ハ
ウ
ス
に
て

　
（
漆
生
８
７
８
番
地
）

※
ど
ち
ら
も
毎
週
木
曜
日
開
催
。

　
時
間
は
い
ず
れ
も

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
ま
で
で
す
。

５
月
・
６
月
・
７
月
の

総
合
相
談

心
配
ご
と
相
談

法
律
相
談

５
月
７
日（
木
） 

13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

６
月
４
日（
木
） 

13
時
〜
16
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

７
月
２
日（
木
） 

13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

ご
案
内

※

法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
先
着
順
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
目
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

　
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

　
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
と 

き
と
こ
ろ
と 

き
と
こ
ろ
と 

き

５
月
13
日（
水
） 
13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
こ
ろ
と 

き

５
月
27
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
こ
ろ
と 

き

６
月
10
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

６
月
24
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
こ
ろ
と 

き

７
月
８
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
こ
ろ
と 

き

７
月
22
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
こ
ろ
と 

き

在
宅
介
護
者
の
集
い

●
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

嘉
麻
市
認
知
症
家
族
の
会

指
定
葬
祭
場
紹
介

嘉麻市社会福祉協議会指定葬
祭場は、飛鳥会館南斎場を含
め、市内に６カ所あります。

おかむら葬祭　岡村会館　☎42-4420
きど葬祭やまさ碓井斎場　☎62-4499

セレモニーホールおおつか　☎52-1212
かほ葬祭　あじさい会館　　☎62-5566
善光会館　稲築斎場　　　　☎83-5000

飛
鳥
会
館 

南
斎
場嘉麻市漆生 298-1

☎（0948）42-4241

　
飛
鳥
会
館
で
ご
葬
儀
を
さ
れ
る
ご
家

族
の
う
ち
、
８
割
の
方
が
事
前
相
談
に

来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。
葬
儀
に
関
す
る

疑
問
、
予
算
等
気
兼
ね
な
く
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
家
族
葬
に
あ
わ
せ
た
プ
ラ
ン
も
ご
用

意
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
心
を
込
め
て
お
手

伝
い
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
当
会

館
の
お
斎
等

は
、パ
ド
ド
ゥ
・

ル
・
コ
ト
ブ
キ

の
本
格
料
理

を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。 と

き

漆生
郵便局
　　●

嘉穂→

↓桂川 碓井↘

●
稲築
郵便局

国道211号線

県道413号線

遠賀川

●医院●
稲築
庁舎

●
稲築
志耕館
高校

稲築郵
便局前 漆生 金丸

沖出

黒田

飛鳥会館
南斎場

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、日
時
等
が
変
更
や
中

止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
４
８-

４
３-

３
５
１
１

E-m
ail:tiiki@

kam
a.syakyo.com

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、

い
ろ
ん
な
情
報
交
換
を
つ
う
じ
て
、

楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

○
５
月
14
日（
木
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て

　
（
上
山
田
５
０
２
番
地
６
）

○
６
月
11
日（
木
）

　
稲
築
地
区
公
民
館
に
て

　
（
岩
崎
１
１
４
１
番
地
）

○
７
月
９
日（
木
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て

　
（
上
山
田
５
０
２
番
地
６
）

※

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜
15
時
ま
で

で
す
。

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族
が
集
ま
り
、
お
互
い
の
体
験
や
情

報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

○
５
月
20
日（
水
）

○
６
月
17
日（
水
）

○
７
月
15
日（
水
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て

　
（
上
山
田
５
０
２
番
地
６
）

※

時
間
は
13
時
30
分
〜
15
時
ま
で
で
す
。

●
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス



お　　　礼

【
漆
生
本
村
】

　
親
族　
月　
俣　
洋　
子　
様

　
　
故　
丸　
矢　
キ　
ク　
様

【
口
春
】

　
親
族　
岡　
　
　
憲　
治　
様

　
　
故　
岡　
　
　
ト
キ
ノ　
様

【
鴨
生
第
一
】

　
親
族　
手　
島　
幸　
保　
様

　
　
故　
手　
島　
ミ
ノ
ル　
様

【
平
第
一
】

　
親
族　
西　
田　
喜
久
代　
様

　
　
故　
西　
田　
久　
利　
様

【
平
東
】

　
親
族　
西　
田　
鉄　
也　
様

　
　
故　
西　
田　
ツ
ナ
子　
様

【
平
山
】

　
親
族　
楠　
本　
和　
代　
様

　
　
故　
平　
塚　
芳　
美　
様

【
飯
田
】

　
親
族　
篠　
崎　
　
　
悟　
様

　
　
故　
篠　
崎　
豊　
子　
様

　
親
族　
田　
中　
芳　
子　
様

　
　
故　
田　
中　
サ
チ
子　
様

【
上
臼
井
上
】

　
親
族　
内　
田　
美
恵
子　
様

　
　
故　
内　
田　
千
鶴
子　
様

　
親
族　
山　
上　
英　
子　
様

　
　
故　
山　
上　
圭　
介　
様

【
上
臼
井
下
】

　
親
族　
福　
田　
眞　
喜　
様

　
　
故　
福　
田　
ミ
ツ
子　
様

　
親
族　
三　
宅　
寧　
子　
様

　
　
故　
三　
宅　
信　
之　
様

【
昭
嘉
】

　
親
族　
熊　
谷　
し
お
み　
様

　
　
故　
熊　
谷　
公　
博　
様

【
尾
浦
第
一
】　

　
親
族　
伊　
藤　
吉　
文　
様

　
　
故　
伊　
藤　
英　
子　
様

【
下
宮
】

　
親
族　
森　
　
　
嘉　
明　
様

　
　
故　
森　
　
　
ミ
ヤ
子　
様

【
木
城
】

　
親
族　
林　
　
　
真
由
美　
様

　
　
故　
深　
町　
ツ
ユ
コ　
様

【
山
下
】

　
親
族　
倉　
本　
京　
子　
様

　
親
族　
黒　
瀬　
和　
子　
様

　
　
故　
小　
峠　
テ
ル
子　
様

【
大
隈
】

　
親
族　
坂　
田　
ハ
ツ
子　
様

　
　
故　
坂　
田　
義　
一　
様

【
中
益
】

　
親
族　
大　
西　
京　
子　
様

　
　
故　
大　
西　
國　
昭　
様

　
親
族　
佐　
藤　
み
さ
子　
様

　
　
故　
佐　
藤　
　
　
悟　
様

【
下
益
】

　
親
族　
眞　
次　
勝　
子　
様

　
　
故　
眞　
次　
秀　
美　
様

　
親
族　
福　
澤　
　
　
誠　
様

　
　
故　
福　
澤　
テ
ル
子　
様

【
三
日
町
】

　
親
族　
中　
野　
ト
ヨ
子　
様

　
　
故　
中　
野　
嘉　
男　
様

【
千
手
】

　
親
族　
久
保
山　
悦　
子　
様

　
　
故　
久
保
山　
淳　
雄　
様

【
嘉
穂
才
田
】　

　
親
族　
田　
中　
重　
仁　
様

　
　
故　
田　
中　
重　
治　
様

【
泉
河
内
】

　
親
族　
木　
附　
弘　
子　
様

　
　
故　
木　
附　
淳　
一　
様

　
親
族　
三　
宅　
正　
一　
様

　
　
故　
三　
宅　
チ
ト
セ　
様

【
東
馬
見
】

　
親
族　
縄　
田　
初　
子　
様

　
　
故　
縄　
田　
哲　
生　
様

【
西
馬
見
】

　
親
族　
縄　
田　
康　
宣　
様

　
　
故　
縄　
田　
忠　
實　
様

【
桑
野
】

　
親
族　
江　
藤　
清　
子　
様

　
　
故　
江　
藤　
昌　
俊　
様

一
般
寄
附

【
大
橋
】

　
　
　
　
松　
尾　
望
奈
実　
様

【
市
外
】

　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
様

（
二
件
）

　
（
株
）Ｏ-

Ｋ
保
険
事
務
所　
様

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

五
日
町　
　
菅　
　
　
真　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

漆
生
中
央　
田
中　
茶
舗　
様

漆
生
南
部　
岩
田　
勇
治　
様

漆
生
南
部　
市
原
登
志
彦　
様

漆
生
南
部　
西
岡　
博
子　
様

漆
生
南
部　
西
田　
幸
子　
様

東
岩
崎　
　
松
岡　
　
光　
様

西
岩
崎　
　
永
光　
昌
弘　
様

口
春　
　
　
篠
嵜　
哲
郎　
様

口
春　
　
　
高
木
久
美
子　
様

鴨
生
第
一　
渡
辺　
勝
美　
様

鴨
生
第
一　
花
村　
和
子　
様

漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

六
四
田　
　
松
田　
敏
雄　
様

百
々
谷　
　
日
野　
和
義　
様

尾
浦
第
一　
山
下　
文
江　
様

神
幸　
　
　
松
岡　
敦
子　
様

天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
様

西
川　
　
　
安
田
千
惠
子　
様

下
宮　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス　
　
　

お
お
つ
か　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

猪
之
鼻　
　
菊
池　
春
政　
様

三
菱
第
一　
内
田　
健
二　
様

石
ヶ
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
様

中
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

上
町　
　
　
広
川　
豊
彦　
様

五
日
町　
　
匿　
　
　
名　
様

上
牛
隈　
　
秋
竹　
伸
宏　
様

上
牛
隈　
　
井
坂　
智
子　
様

松
岡
自
動
車
工
場　
　
　
　
様

鴨
生
第
一
行
政
区　
　
　
　
様

嘉
麻
市
身
体
障
害
者　
　
　
　

福
祉
協
会　
稲
築
支
部　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

漆
生
南
部　
西
田　
幸
子　
様

西
岩
崎　
　
匿　
　
　
名　
様

口
春　
　
　
高
木
久
美
子　
様

山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

鴨
生
第
一　
花
村　
和
子　
様

鴨
生
第
一　
國
武
美
千
代　
様

新
山
野　
　
藤
本　
美
鈴　
様

百
々
谷　
　
山
中　
輝
美　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

木
城　
　
　
樋
口　
龍
生　
様

大
橋　
　
　
松
尾　
克
彦　
様

大
橋　
　
　
姉
川　
亮
太　
様

上
牛
隈　
嘉
穂
洋
瓦（
有
）　
様

稲
築
東
中
学
校　
　
　
　
　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

ダ
ス
キ
ン
嘉
穂　
　
　
　
　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

坂
田
カ
ラ
オ
ケ
教
室
一
同　
様

河
野
医
院　
　
　
　
　
　
　
様

空
手
道
塾　
　
　
　
　
　
　
　

“

観
空”　

塾
生
一
同　
様

夢
サ
イ
ト
か
ほ　
　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

上
牛
隈　
嘉
穂
洋
瓦（
有
）　
様

下
牛
隈　
小
西
自
動
車　
　
様

嘉
麻
市
役
所
税
務
課　
　
　
様

嘉
麻
市
福
祉
事
務
所　
　
　
　

保
護
課
庶
務
係　
様

嘉
麻
市
役
所
高
齢
者
介
護
課　

高
齢
者
支
援
係　
様

嘉
麻
市
役
所　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課　
様

教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン（
株
）　
様

お
か
む
ら
葬
祭　
　
　
　
　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

誠
心
園　
　
　
　
　
　
　
　
様

山
田
大
橋
郵
便
局　
　
　
　
様

グ
ラ
ン
ド
ベ
ル
ズ
飯
塚　
　
様

【
漆
生
本
村
】
匿
名

【
漆
生
中
央
】
岡
山
文
子
、
新
見

慶
子
、
下
窄
ま
さ
子

【
東
岩
崎
】
嶋
田
眞
知
子

【
口
春
】
下
原
英
子
、
宮
田
悦
子
、

福
島
幸
子
、
高
木
久
美
子
、
薄
井

栄
子
、
國
廣
俊
子
、
山
本
稔
（
３

口
）、
山
本
千
春
（
２
口
）、
尾
崎

美
智
子
、
山
本
美
奈
子
、
山
本
真

之
、
松
村
丸
庫
、
森
勢
津
子

【
鴨
生
第
一
】
鴨
生
第
一
行
政
区

（
20
口
）

【
鴨
生
町
】
村
上
富
美
子
、
後
藤

ノ
ブ
子
、
山
本
加
代
子
、
松
本
美

代
子
、山
本
光
子
、越
岡
幹
雄（
３

口
）、
棚
田
幸
子
、
井
口
磨
智
子
、

石
田
佐
知
子
、
田
村
柳
子
、
荒
木

征
男
、
財
津
寛
美
、
山
下
靖
治
、

野
見
山
信
義
、
入
江
敏
夫
、
小
島

レ
イ
子
、
川
角
定
行
、
栗
原
清
子
、

北
添
誠
、
諸
井
慶
次
、
梶
原
謙
蔵
、

高
津
嘉
子
、
田
中
茂
、
上
村
美
保

子
、
中
村
剛
、
田
中
早
人
、
高
橋

信
行
、
山
田
順
子
、
佐
敷
誠
、
山

本
征
子
、
水
永
節
子
、
貞
池
宣
枝
、

大
井
博
、
高
瀬
電
気
店
、
永
田
武

子
、
瀧
本
恭
弘
、
荒
川
慎
一
郎
、

立
川
ス
ト
ア
ー
、
山
下
頼
子
、
江

藤
和
義
、
鴨
生
町
行
政
区
、
角
田

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
辻
田
智
子
、
ス

ヱ
マ
ル
、
大
善
、
伊
藤
義
和
、
森

政
豆
腐
店
、
西
田
文
子
、
橋
山
幸

徳
、
田
中
成
子
、
野
村
喜
美
子
、

永
田
直
美
、
唐
川
宣
久
、
馬
場
択

春
、
鬼
塚
喜
好
、
工
藤
晶
子
、
高

田
リ
ヱ
子
、
和
田
津
子
、
中
村
レ

イ
子
、
ニ
コ
ウ
ス
ト
ア
ー
、
平
原

龍
一

【
熊
ヶ
畑
第
一
】
財
津
吉
美
、
大

里
梶
栄
、
大
里
優
子
、
大
里
速
、

大
里
初
男
、
友
田
雅
則
、
廣
瀬
ス

ズ
ヱ
、
江
藤
久
人
、
大
里
喜
久
雄
、

大
里
京
子

【
熊
ヶ
畑
第
二
】
大
田
桂
子
、
道

手
フ
ジ
子
、
大
田
守
、
筒
丸
千
月
、

本
川
泰
子
、
広
瀬
澄
夫
、
大
里
悠
治

【
百
々
谷
】
坂
本
崇
栄

【
尾
浦
第
一
】
萩
尾
征
男
、
松
本

由
美
子

【
西
川
】
花
田
清
寿
、
花
田
勝
美
、

中
村
操
、
松
吉
美
和
子

【
木
城
】
水
之
江
哲
実
、
水
之
江

文
子
、
小
山
一
識
、
小
山
寧
子
、

大
里
英
雄

【
大
橋
】
深
町
紀
子

【
中
央
】
渡
辺
進
、
渡
辺
智
子

【
猪
之
鼻
】
大
久
保
昌
之

【
三
菱
第
一
】
野
見
山
幸
代

【
中
山
田
下
】
加
藤
泰
二

【
琴
平
団
地
】
古
川
真
美

【
大
隈
】
谷
口
早
苗

【
上
牛
隈
】
益
田
義
昭

【
下
牛
隈
】
元
春
加
代
子

【
団
体
】
稲
築
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
（
20
口
）

【
団
体
・
嘉
穂
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
】
燒
山
千
花
子
、

大
里
盛
人
、
齊
藤
順
子
、
日
永
田

絹
江
、
田
中
マ
ス
ミ
、
諌
山
秀
代
、

諌
山
千
鶴
、
溝
口
修
一
、
武
田
貴

久
子
、
平
嶋
加
代
子
、
大
里
厚
子
、

多
田
宏
、
福
澤
茂
樹
、
西
森
章
雄
、

山
本
幸
惠
、
大
屋
光
好
、
篠
﨑
眞

由
美
、
豊
田
武
、
福
田
洋
子
、
佐

藤
道
彦
、
柴
田
正
和
、
田
原
七
々

子
、
松
岡
妙
子
、
岩
下
泰
子
、
渡

辺
て
つ
子
、
原
田
景
子
、
桒
野
英

世
、
政
所
和
彦
、
大
塚
教
子

10えがお５月号

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

香
典
返
し
・
寄
附

香
典
返
し

物
品
寄
附

１
月
１
日
〜
３
月
31
日
受
付
分



お　　　礼

【
漆
生
本
村
】

　
親
族　
月　
俣　
洋　
子　
様

　
　
故　
丸　
矢　
キ　
ク　
様

【
口
春
】

　
親
族　
岡　
　
　
憲　
治　
様

　
　
故　
岡　
　
　
ト
キ
ノ　
様

【
鴨
生
第
一
】

　
親
族　
手　
島　
幸　
保　
様

　
　
故　
手　
島　
ミ
ノ
ル　
様

【
平
第
一
】

　
親
族　
西　
田　
喜
久
代　
様

　
　
故　
西　
田　
久　
利　
様

【
平
東
】

　
親
族　
西　
田　
鉄　
也　
様

　
　
故　
西　
田　
ツ
ナ
子　
様

【
平
山
】

　
親
族　
楠　
本　
和　
代　
様

　
　
故　
平　
塚　
芳　
美　
様

【
飯
田
】

　
親
族　
篠　
崎　
　
　
悟　
様

　
　
故　
篠　
崎　
豊　
子　
様

　
親
族　
田　
中　
芳　
子　
様

　
　
故　
田　
中　
サ
チ
子　
様

【
上
臼
井
上
】

　
親
族　
内　
田　
美
恵
子　
様

　
　
故　
内　
田　
千
鶴
子　
様

　
親
族　
山　
上　
英　
子　
様

　
　
故　
山　
上　
圭　
介　
様

【
上
臼
井
下
】

　
親
族　
福　
田　
眞　
喜　
様

　
　
故　
福　
田　
ミ
ツ
子　
様

　
親
族　
三　
宅　
寧　
子　
様

　
　
故　
三　
宅　
信　
之　
様

【
昭
嘉
】

　
親
族　
熊　
谷　
し
お
み　
様

　
　
故　
熊　
谷　
公　
博　
様

【
尾
浦
第
一
】　

　
親
族　
伊　
藤　
吉　
文　
様

　
　
故　
伊　
藤　
英　
子　
様

【
下
宮
】

　
親
族　
森　
　
　
嘉　
明　
様

　
　
故　
森　
　
　
ミ
ヤ
子　
様

【
木
城
】

　
親
族　
林　
　
　
真
由
美　
様

　
　
故　
深　
町　
ツ
ユ
コ　
様

【
山
下
】

　
親
族　
倉　
本　
京　
子　
様

　
親
族　
黒　
瀬　
和　
子　
様

　
　
故　
小　
峠　
テ
ル
子　
様

【
大
隈
】

　
親
族　
坂　
田　
ハ
ツ
子　
様

　
　
故　
坂　
田　
義　
一　
様

【
中
益
】

　
親
族　
大　
西　
京　
子　
様

　
　
故　
大　
西　
國　
昭　
様

　
親
族　
佐　
藤　
み
さ
子　
様

　
　
故　
佐　
藤　
　
　
悟　
様

【
下
益
】

　
親
族　
眞　
次　
勝　
子　
様

　
　
故　
眞　
次　
秀　
美　
様

　
親
族　
福　
澤　
　
　
誠　
様

　
　
故　
福　
澤　
テ
ル
子　
様

【
三
日
町
】

　
親
族　
中　
野　
ト
ヨ
子　
様

　
　
故　
中　
野　
嘉　
男　
様

【
千
手
】

　
親
族　
久
保
山　
悦　
子　
様

　
　
故　
久
保
山　
淳　
雄　
様

【
嘉
穂
才
田
】　

　
親
族　
田　
中　
重　
仁　
様

　
　
故　
田　
中　
重　
治　
様

【
泉
河
内
】

　
親
族　
木　
附　
弘　
子　
様

　
　
故　
木　
附　
淳　
一　
様

　
親
族　
三　
宅　
正　
一　
様

　
　
故　
三　
宅　
チ
ト
セ　
様

【
東
馬
見
】

　
親
族　
縄　
田　
初　
子　
様

　
　
故　
縄　
田　
哲　
生　
様

【
西
馬
見
】

　
親
族　
縄　
田　
康　
宣　
様

　
　
故　
縄　
田　
忠　
實　
様

【
桑
野
】

　
親
族　
江　
藤　
清　
子　
様

　
　
故　
江　
藤　
昌　
俊　
様

一
般
寄
附

【
大
橋
】

　
　
　
　
松　
尾　
望
奈
実　
様

【
市
外
】

　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
様

（
二
件
）

　
（
株
）Ｏ-

Ｋ
保
険
事
務
所　
様

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

五
日
町　
　
菅　
　
　
真　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

漆
生
中
央　
田
中　
茶
舗　
様

漆
生
南
部　
岩
田　
勇
治　
様

漆
生
南
部　
市
原
登
志
彦　
様

漆
生
南
部　
西
岡　
博
子　
様

漆
生
南
部　
西
田　
幸
子　
様

東
岩
崎　
　
松
岡　
　
光　
様

西
岩
崎　
　
永
光　
昌
弘　
様

口
春　
　
　
篠
嵜　
哲
郎　
様

口
春　
　
　
高
木
久
美
子　
様

鴨
生
第
一　
渡
辺　
勝
美　
様

鴨
生
第
一　
花
村　
和
子　
様

漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

六
四
田　
　
松
田　
敏
雄　
様

百
々
谷　
　
日
野　
和
義　
様

尾
浦
第
一　
山
下　
文
江　
様

神
幸　
　
　
松
岡　
敦
子　
様

天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
様

西
川　
　
　
安
田
千
惠
子　
様

下
宮　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス　
　
　

お
お
つ
か　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

猪
之
鼻　
　
菊
池　
春
政　
様

三
菱
第
一　
内
田　
健
二　
様

石
ヶ
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
様

中
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

上
町　
　
　
広
川　
豊
彦　
様

五
日
町　
　
匿　
　
　
名　
様

上
牛
隈　
　
秋
竹　
伸
宏　
様

上
牛
隈　
　
井
坂　
智
子　
様

松
岡
自
動
車
工
場　
　
　
　
様

鴨
生
第
一
行
政
区　
　
　
　
様

嘉
麻
市
身
体
障
害
者　
　
　
　

福
祉
協
会　
稲
築
支
部　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

漆
生
南
部　
西
田　
幸
子　
様

西
岩
崎　
　
匿　
　
　
名　
様

口
春　
　
　
高
木
久
美
子　
様

山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

鴨
生
第
一　
花
村　
和
子　
様

鴨
生
第
一　
國
武
美
千
代　
様

新
山
野　
　
藤
本　
美
鈴　
様

百
々
谷　
　
山
中　
輝
美　
様

下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

木
城　
　
　
樋
口　
龍
生　
様

大
橋　
　
　
松
尾　
克
彦　
様

大
橋　
　
　
姉
川　
亮
太　
様

上
牛
隈　
嘉
穂
洋
瓦（
有
）　
様

稲
築
東
中
学
校　
　
　
　
　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

匿　
　
　
名　
　
　
　
　
　
様

ダ
ス
キ
ン
嘉
穂　
　
　
　
　
様

（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

坂
田
カ
ラ
オ
ケ
教
室
一
同　
様

河
野
医
院　
　
　
　
　
　
　
様

空
手
道
塾　
　
　
　
　
　
　
　

“

観
空”　

塾
生
一
同　
様

夢
サ
イ
ト
か
ほ　
　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

上
牛
隈　
嘉
穂
洋
瓦（
有
）　
様

下
牛
隈　
小
西
自
動
車　
　
様

嘉
麻
市
役
所
税
務
課　
　
　
様

嘉
麻
市
福
祉
事
務
所　
　
　
　

保
護
課
庶
務
係　
様

嘉
麻
市
役
所
高
齢
者
介
護
課　

高
齢
者
支
援
係　
様

嘉
麻
市
役
所　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課　
様

教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン（
株
）　
様

お
か
む
ら
葬
祭　
　
　
　
　
様

清
浄
学
園　
　
　
　
　
　
　
様

誠
心
園　
　
　
　
　
　
　
　
様

山
田
大
橋
郵
便
局　
　
　
　
様

グ
ラ
ン
ド
ベ
ル
ズ
飯
塚　
　
様

【
漆
生
本
村
】
匿
名

【
漆
生
中
央
】
岡
山
文
子
、
新
見

慶
子
、
下
窄
ま
さ
子

【
東
岩
崎
】
嶋
田
眞
知
子

【
口
春
】
下
原
英
子
、
宮
田
悦
子
、

福
島
幸
子
、
高
木
久
美
子
、
薄
井

栄
子
、
國
廣
俊
子
、
山
本
稔
（
３

口
）、
山
本
千
春
（
２
口
）、
尾
崎

美
智
子
、
山
本
美
奈
子
、
山
本
真

之
、
松
村
丸
庫
、
森
勢
津
子

【
鴨
生
第
一
】
鴨
生
第
一
行
政
区

（
20
口
）

【
鴨
生
町
】
村
上
富
美
子
、
後
藤

ノ
ブ
子
、
山
本
加
代
子
、
松
本
美

代
子
、山
本
光
子
、越
岡
幹
雄（
３

口
）、
棚
田
幸
子
、
井
口
磨
智
子
、

石
田
佐
知
子
、
田
村
柳
子
、
荒
木

征
男
、
財
津
寛
美
、
山
下
靖
治
、

野
見
山
信
義
、
入
江
敏
夫
、
小
島

レ
イ
子
、
川
角
定
行
、
栗
原
清
子
、

北
添
誠
、
諸
井
慶
次
、
梶
原
謙
蔵
、

高
津
嘉
子
、
田
中
茂
、
上
村
美
保

子
、
中
村
剛
、
田
中
早
人
、
高
橋

信
行
、
山
田
順
子
、
佐
敷
誠
、
山

本
征
子
、
水
永
節
子
、
貞
池
宣
枝
、

大
井
博
、
高
瀬
電
気
店
、
永
田
武

子
、
瀧
本
恭
弘
、
荒
川
慎
一
郎
、

立
川
ス
ト
ア
ー
、
山
下
頼
子
、
江

藤
和
義
、
鴨
生
町
行
政
区
、
角
田

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
辻
田
智
子
、
ス

ヱ
マ
ル
、
大
善
、
伊
藤
義
和
、
森

政
豆
腐
店
、
西
田
文
子
、
橋
山
幸

徳
、
田
中
成
子
、
野
村
喜
美
子
、

永
田
直
美
、
唐
川
宣
久
、
馬
場
択

春
、
鬼
塚
喜
好
、
工
藤
晶
子
、
高

田
リ
ヱ
子
、
和
田
津
子
、
中
村
レ

イ
子
、
ニ
コ
ウ
ス
ト
ア
ー
、
平
原

龍
一

【
熊
ヶ
畑
第
一
】
財
津
吉
美
、
大

里
梶
栄
、
大
里
優
子
、
大
里
速
、

大
里
初
男
、
友
田
雅
則
、
廣
瀬
ス

ズ
ヱ
、
江
藤
久
人
、
大
里
喜
久
雄
、

大
里
京
子

【
熊
ヶ
畑
第
二
】
大
田
桂
子
、
道

手
フ
ジ
子
、
大
田
守
、
筒
丸
千
月
、

本
川
泰
子
、
広
瀬
澄
夫
、
大
里
悠
治

【
百
々
谷
】
坂
本
崇
栄

【
尾
浦
第
一
】
萩
尾
征
男
、
松
本

由
美
子

【
西
川
】
花
田
清
寿
、
花
田
勝
美
、

中
村
操
、
松
吉
美
和
子

【
木
城
】
水
之
江
哲
実
、
水
之
江

文
子
、
小
山
一
識
、
小
山
寧
子
、

大
里
英
雄

【
大
橋
】
深
町
紀
子

【
中
央
】
渡
辺
進
、
渡
辺
智
子

【
猪
之
鼻
】
大
久
保
昌
之

【
三
菱
第
一
】
野
見
山
幸
代

【
中
山
田
下
】
加
藤
泰
二

【
琴
平
団
地
】
古
川
真
美

【
大
隈
】
谷
口
早
苗

【
上
牛
隈
】
益
田
義
昭

【
下
牛
隈
】
元
春
加
代
子

【
団
体
】
稲
築
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
（
20
口
）

【
団
体
・
嘉
穂
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
】
燒
山
千
花
子
、

大
里
盛
人
、
齊
藤
順
子
、
日
永
田

絹
江
、
田
中
マ
ス
ミ
、
諌
山
秀
代
、

諌
山
千
鶴
、
溝
口
修
一
、
武
田
貴

久
子
、
平
嶋
加
代
子
、
大
里
厚
子
、

多
田
宏
、
福
澤
茂
樹
、
西
森
章
雄
、

山
本
幸
惠
、
大
屋
光
好
、
篠
﨑
眞

由
美
、
豊
田
武
、
福
田
洋
子
、
佐

藤
道
彦
、
柴
田
正
和
、
田
原
七
々

子
、
松
岡
妙
子
、
岩
下
泰
子
、
渡

辺
て
つ
子
、
原
田
景
子
、
桒
野
英

世
、
政
所
和
彦
、
大
塚
教
子

11 えがお５月号

あ
な
た
の
会
費
が
、

社
協
の
地
域
活
動
を

支
え
て
い
ま
す

会
員
と
し
て
、
次
の
方
々
に

　  

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

（
順
不
同
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

１
月
１
日
〜
３
月
31
日
受
付
分



問 題

つ な が り
嘉
麻
市
社
協
だ
よ
り「
え
が
お
」

令
和
２
年
５
月
１
日 

発
行

えがお５月号 12

『
自
然
と
共
に

　
　

 

生
き
る
町
』

　
大
隈
に
一
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
、
嘉
穂
中
学
校
を
卒
業

す
る
ま
で
の
15
年
間
を
嘉
穂
の

地
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
15
年
間
を
サ
ッ
カ
ー
と
勉
強

に
捧
げ
奮
闘
す
る
中
で
、
か
け

が
え
の
な
い
友
情
を
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
祖
父
が

農
業
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
嘉
穂
の
素
晴
ら
し
い
自
然

を
実
感
す
る
機
会
も
沢
山
あ
り

ま
し
た
。

　
中
学
卒
業
後
は
大
阪
の
高
校

に
進
学
し
、
寮
生
活
を
し
な
が

ら
新
し
い
友
と
共
に
、
よ
り
一

層
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
こ
の

高
校
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
高
校
３
年
間
で
英
語

と
地
球
規
模
の
問
題
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で

海
外
の
大
学
へ
進
学
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
あ
る
大
学
を
受
験
し

進
学
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
大
学
３
年
生
で
、
先

月
ま
で
ス
ペ
イ
ン
語
留
学
の
た

め
エ
ク
ア
ド
ル
で
生
活
し
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

緊
急
帰
国
し
実
家
で
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
エ

ク
ア
ド
ル
か
ら
の
帰
国
中
は
不

安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
、
嘉
穂
の
穏
や
か
な
空
気

に
触
れ
た
と
た
ん
そ
の
気
持
ち

は
無
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
コ

ロ
ナ
で
世
界
が
混
迷
を
極
め
る

中
で
、
嘉
穂
の
雄
大
な
自
然
が

地
域
の
人
々
に
希
望
を
与
え
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
帰
省
す
る
た
び
に
嘉
穂
の
町

が
少
し
ず
つ
発
展
し
て
い
る
の

に
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
自
然
の
豊
か
さ
が

嘉
穂
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
続
け
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

社協だより「えがお」は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

編 集 後 記
介護保険制度開始から20年が経ちました。この
間、核家族化や女性の社会進出が進み、家族形
態は大きく変化しています。20年で見えてきたこ
とから、私たちに何ができるのかを探ります。

おがわ

　今年の熊ケ畑小学校の入学式は、新型コロナウ
イルスの影響もあり、マスク着用で行われました。
「先生の名前を覚えて帰る」という初めての宿題
が出され、子どもたちも次の登校を楽しみにして
いるようでした。いとう

　4月のフリースペースや家族の集いは、新型コロ
ナウイルス感染症拡大予防対策のため、お休みし
ました。5月には再開する予定ですが、状況によっ
ては、休止する場合がありますので、ブログなど
でお知らせしたいと思います。うちだ

　かまボランティア・市民活動センターには、マ
ジックや音楽、朗読など様々な特技を持ったボラ
ンティアの方が登録されています。自分の得意な
事を誰かのためにいかしたいと考えている方は、
ぜひご連絡ください。やました

　成年後見Q＆Aでは、将来、私自身がどのよう
なケースに出会うかを想像し、テーマを考えまし
た。難しい用語が多く、まとめることに苦労しま
したが、参考になると嬉しいです。

のみやま

「広報紙えがお」を読んで、次のクイズにお答えください。
正解者の中から抽選で図書券（千円分）を２名の方に
プレゼントします。

①クイズの答え、②広報紙の感想、③郵便番号・住所、④氏名、
⑤年齢、⑥電話番号をご記入の上、令和２年７月31日（必着）
までにハガキ、またはＥメールにてご応募ください。
〒821-0012 嘉麻市上山田502番地６　嘉麻市社会福祉協議会
E-mail:tiiki@kama.syakyo.com

（2）山田ふれあいハウス
令和２年４月１日から本会の事務所は、山田ふれあいハウスに
移転しました。

応募のあった方から社協だよりの感想をいただきましたので、紹介します。
・表紙の絵も文字も素敵でした。
・毎号読んでいます。特にふるさとの手紙を楽しみにしています。
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

応募方法

送付先

前号の
クイズの
答え

ふ
る
さ
と
へ
の

手
紙

No.162

本会では、市民のみなさんから寄付をいただき、換金し
たお金でチャイルドシートを購入し、貸出事業を行っています。
リングプルと何を集めているでしょうか？

（１）スチール缶    （２）アルミ缶    （３）ペットボトル

エクアドル共和国在住

旧嘉穂町出身

おおつか まさひろ

大塚　将弘さん

　
今
回
か
ら
、
社
協
だ
よ

り
「
え
が
お
」
が
全
戸
配
布

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
え
が
お
」
を
置
い
て
い
る

場
所
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。
詳
し
く
は
、
本
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
個
別
に
配
布
を

希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
定

期
的
に
置
い
て
い
た
だ
け

る
店
舗
や
機
関
な
ど
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

・
市
役
所
新
庁
舎

・
碓
井
・
山
田
・
嘉
穂
総
合

支
所

・
市
内
の
各
図
書
館

・
稲
築
地
区
公
民
館
、
人
権

セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き
、

サ
ル
ビ
ア
パ
ー
ク
、
山
田

生
涯
学
習
館
、
夢
サ
イ
ト

か
ほ
、
織
田
廣
喜
美
術

館
、
カ
ッ
ホ
ー
馬
古
屏
、

道
の
駅
う
す
い
、
山
田

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

０
９
４
８-

４
３-

３
５
１
１

社
協
だ
よ
り

　 「
え
が
お
」の

　
　
　  

発
行
に
つ
い
て

社
協
だ
よ
り

　 「
え
が
お
」の

　
　
　  

発
行
に
つ
い
て

記


